
防災スペシャリスト養成研修（有明の丘）　令和４年度　第２期（オンライン研修）

　 　「警報避難」コース

受講期間　オンデマンド：R５年１月30日（月）～２月19日（日）

　　　            リアルタイム：R５年２月17日（金）１３:００～１６：３０

№ 単元名 単元の概要 № 時間 講師名

・ 警報等の伝達及び避難誘導の目的、実施主体と役割について説明できる。

・ 警報等の伝達及び避難情報の判断・伝達の流れについて説明できる。

・ 注意報と警報、特別警報の意義付けと意味について説明できる。

・ 警報等の入手方法と伝達にかかる主体について説明できる。

・ 住民等の避難行動の考え方について説明できる。

・ 災害ごとの避難準備情報や避難指示等の判断に必要な考え方について説明できる。

・ 避難情報を住民に伝達し、周知するための伝達方法について説明できる。

・ 土砂災害における警報と避難の実務について説明できる。

・ 土砂災害における避難の注意点を説明できる。

・ 土砂災害の前兆現象について説明できる。

・ 土砂災害における警報と避難の難しさを説明できる。

・ 土砂災害における警報と避難の決心ポイントを説明できる。

・ 土砂災害における警報と避難におけるスネークラインの活用を説明できる。

6-1 10分 井ノ口　宗成（富山大学） ・ 風水害における警報と避難の実務について説明できる。

・ 水害時における災害対応の難しさを説明できる。

6-3 19分 青木　克也（大分県日田市）

6-4 38分 高木  康伸（気象庁）

7-1
9分

+α
井ノ口　宗成（富山大学） ・ 風水害の予兆現象の活用について説明できる。

7-2 5分 高木  康伸（気象庁） ・ 風水害における警報と避難の困難性について説明できる。

7-3 19分 越野　修三（岩手大学） ・ 風水害における警報と避難の決心ポイントを説明できる。

8-1 8分 小門　研亮（内閣府） ・ 南海トラフ地震臨時情報が導入された背景や意義が説明できる。

8-2 18分 丹下　豪（気象庁） ・ 南海トラフ地震臨時情報が発表された際にとるべき防災行動が説明できる。

8-3 24分 小門　研亮（内閣府） ・ 日本海溝・千島海溝沿いにおける後発地震への注意を促す情報についての概要を説明できる。

8-4 13分 小門　研亮（内閣府）

・ 避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針の改定の経緯を説明できる。

・ 取組指針の改定の全体像を説明できる。

・ 個別避難計画がなぜ必要なのかを説明できる。

・ 個別避難計画の対象者を説明できる。

・ 個別避難計画を作る具体的なワークフローを説明できる。

・ 避難場所・避難所の種類と内容について説明できる。

・ 風水害で被災した避難所の事例を説明できる。

・ 避難場所・避難所の適否判断の基本的な考え方について説明できる。

・ 避難場所・避難所の適否判断を適切に行うためのポイントを説明できる。

・ 避難所点検手順書による適否判断

・ 過去災害を事例とした避難所の適否判断を行う。

・ 研修受講の目的を再認識する。

・ 研修を通じて、学び、得たものを整理する。

・ 研修を活かして次につなげることを認識する。

20分

+α

梶原　秀一 ・平川　淳史

（大分県日田市）

井ノ口　宗成（富山大学）

18分 越野　修三（岩手大学）

13分

4
土砂災害における

警報と避難

【各講義の内容と学習目標】

大野　宏之

(全国治水砂防協会)

岩井　真央

（内閣府）

4 65分

3
避難情報の発令判断・伝

達等
避難情報の判断と伝達方法について学ぶ。 3 42分

土砂災害における警報と避難の実務につい

て学ぶ。

手法 学　　習　　目　　標

オ

ン

デ

マ

ン

ド

講

義

1 警報避難総論
警報避難対策の基本的な考え方と事前対策

を学ぶ。
1 58分

井ノ口　宗成

（富山大学）

2 警報等の種類と内容 警報等の種類と内容、伝達を学ぶ。 2 95分
森　浩俊

（気象庁）

ワ

ー

ク

5
土砂災害の事例

に学ぶ

土砂災害の事例から土砂災害における警報

と避難について、その実態を演習形式で学

ぶ。

5-1

5-2

講

義
6

風水害における

警報と避難

風水害における警報と避難の実務について

学ぶ。マイタイムライン、避難計画などに

ついて理解し、高齢者、障がい者、外国人

への配慮など、避難誘導の際に留意すべき

点について学ぶ。

6-2

ワ

ー

ク

7
風水害からの

警報避難における決心

風水害における警報と避難の決心ポイント

を演習形式で学ぶ。

講

義
9

個別避難行動の

支援と計画

円滑かつ迅速な避難を実現するための個別

避難計画の役割と避難行動支援の考え方を

学ぶ

講

義
8 南海トラフ地震臨時情報 地震災害の警報と避難について学ぶ。

リ

ア

ル

タ

イ

ム

演

習

11
避難場所・避難所の認定

と適否判断
11

12 全体討論/質疑応答

防災力向上のため、警報避難について学ん

だことを、受講者が担当する業務にどのよ

うに反映させるのかを考える。

12

ワ

ー
ク 10

避難場所・避難所の認定

と適否判断
住民等の避難行動の目的となる避難場所・

避難所の種類とその設置要件及び災害ごと

に避難場所・避難所の適否判断をするうえ

での行動を演習形式で学ぶ。

10

9

井ノ口　宗成（富山大学）

越野　修三（岩手大学）

高木  康伸（気象庁）

森　浩俊（気象庁）

井ノ口　宗成

（富山大学）

井ノ口　宗成（富山大学）

越野　修三（岩手大学）

高木  康伸（気象庁）

20分

+α

藤田　亮

（内閣府）
15分




